
（全９枚中の１枚目） 
 

校種 中・高・特中・特高 受験番号  

⑥ 中学校・高等学校  数  学 解答例 

（解答にあたっては，計算が必要なものはすべて途中の計算も書くこと） 
（ １ ～ ３ はすべての受験者が解答すること） 

１  

（１） 

４点 

 

 

（２） 

４点 

 
 

（３） 

４点 

 
 
 

（４） 

４点 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（全９枚中の２枚目） 

 

校種 中・高・特中・特高 受験番号  

⑥ 中学校・高等学校  数  学 解答例 

（解答にあたっては，計算が必要なものはすべて途中の計算も書くこと） 

 

２ 

（１） 

４点 
 
 

 

 

（２） 

４点 
 
 

 

（３） 

証明１ 

４点 
（証明） 

点 を通り直線  に平行な直線を引き，直線  との交点を とおく。 

より                    ……① 

                             ……② 

また，  は   の二等分線より， 

……③ 

①～③より，         となり， 

は二等辺三角形であるから，            ……④ 

一方，     より   

④より          が成り立つ。   （証明終わり） 

 

証明２ 

４点 
（証明） 

とおくと， 

 ……⑤ 

また，点  から辺  に垂線  をおろすと， 

……⑥ 

⑤，⑥より          が成り立つ。   （証明終わり） 

 

 

 
 

 

 



（全９枚中の３枚目） 

                             

校種 中・高・特中・特高 受験番号  

⑥ 中学校・高等学校  数  学 解答例 

（解答にあたっては，計算が必要なものはすべて途中の計算も書くこと） 

 

３  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） ① 

２点 
ア 

 

② 

２点 
オ 

 

（２） 

４点 
イ ， カ   （完答） 

 

（３） 

４点 
（証明） 

 

 

（４） 

４点 

 

 

（証明終わり） 



（全９枚中の４枚目） 

                             

校種 中・高・特中・特高 受験番号  

⑥ 中学校・高等学校  数  学 解答例 

（解答にあたっては，計算が必要なものはすべて途中の計算も書くこと） 

 

４ （中学校受験者のみ解答すること） 

 

（１） 

３点 
 216 = 2 × 3 = 2 × 3 × 2 × 3 
 216  が (自然数)２ になるには， = 2 × 3 となればよい。 
 よって， = 6 

（２） 

４点 
【体積】 
 上の円錐の部分の体積は，3 × 3 × π × 4 × = 12π 
 下の半球の部分の体積は， × 3 × = 18  
 よって，12π+ 18π = 30π               答 30π cm3 
【表面積】 
 上の円錐の部分における側面の扇形の面積は，5 × 5 × π × = 15π 
 下の半球の部分の表面積は，4 × 3 × = 18  
 よって，15π+ 18π = 33π               答 33π cm2 

（３） 

① 

４点 
【∠AOP】 

360°÷30 秒より，点P は１秒で 12°進む 
よって，５秒後は 12°×5＝60°             答 ∠AOP＝60° 

【線分PB】 
 ∠AOP＝60° ，OA=OP より，△AOP は正三角形だから，AP=OA=5cm 
 △PAB は∠PAB=90°の直角三角形だから， 
三平方の定理より，PB = √10 + 5 = 5√5       答 5√5 cm 

② 

４点 
  秒後の∠AOP と∠BO´Q の大きさは，∠AOP＝12 °，∠BO´Q＝8 ° 
 点P が 1 周する間に（0＜ ≦30），OP//O´Q となるのは，∠AOP＋∠BO´Q＝12 °＋8 °＝20 ° 
 が 180°の倍数となるときで，  を自然数とすると 20 = 180  より， = 9  のとき 
 よって，9×1＝9 秒後，9×2＝18 秒後，9×3＝27 秒後 
                            答 9 秒後，18 秒後，27 秒後  

③ 

４点 
線分PQ の長さが最小になるのは，線分PQ が円柱の母線と一致するときだから，PQ=AB=10cm 

 点Q を通る円柱の母線と円O の円周との交点をC とすると，PC⊥QC だから， 

 △PQC で三平方の定理を用いると，PQ = QC + PC = √10 + PC = √100 + PC  

 よって，線分PQ の長さが最大になるのは，線分PC の長さが最大になるときで， 
 それは線分PC が円O の直径と一致するとき。 
 そのときの線分PQ の長さは，PQ = √100 + PC = √100 + 10 = 10√2 

答 α = 10，β = 10√2  



（全９枚中の５枚目） 

 

                             

校種 中・高・特中・特高 受験番号  

⑥ 中学校・高等学校  数  学 解答例 

（解答にあたっては，計算が必要なものはすべて途中の計算も書くこと） 

５（中学校受験者のみ解答すること） 

 

 

 

 

 

 

（１） 

説明１ 

４点 
（例） 

碁石を図のように囲むと，１つの囲みに碁石が  個あり，そ

の囲みが 5 つあるから 5  個になる。 
このとき，5 つの頂点の碁石の数を 2 回数えているから，並

べた碁石の数は 5  個より 5 個少ない。 
したがって，碁石の数は (5 − 5) 個となる。 
 

説明２ 

 ４点 
（例） 

碁石を図のように囲むと，１つの囲みに碁石が ( − 2) 個あ 
り，その囲みが 5 つあるから 5( − 2) 個になる。 
このとき，5 つの頂点の碁石の数を数えていないから，並べ

た碁石の数は 5( − 2) 個より 5 個多い。 
したがって，碁石の数は {5( − 2) + 5} 個となる。 
 

（２） 

４点 
（証明） 

辺AD を延長して，辺BC との交点をE とする。 
三角形の外角は，それととなり合わない 2 つの内角の和に等しいから， 
△ABE で ∠DEC＝∠A＋∠B 
△DEC で ∠ADC＝∠DEC＋∠C 
したがって，∠ADC＝∠A＋∠B＋∠C   （証明終わり） 
 

（３） 

３点 
（証明） 
底面の対角線の長さを  とすると， = +  
直方体の対角線の長さを  とすると， = + = + +  

> 0 であるから， = √ + +    （証明終わり） 

 



 

（全９枚中の６枚目） 

 

 

校種 中・高・特中・特高 受験番号  

⑥ 中学校・高等学校  数  学 解答例 

（解答にあたっては，計算が必要なものはすべて途中の計算も書くこと） 

 

６ （中学校受験者のみ解答すること） 

 

 

 

 

 

 

（１） 

① 

 

数学的な推論 

 

② 論理的 ③ 表 

④ 

 

式 

 

⑤ グラフ ⑥ 

 
数学的活動 

⑦ 

 

評価・改善 
 

２点×５＝１０点 ※③～⑤は全て正解して２点 

（２） 

① 

４点 
（例） 

・ コマA の方がコマB より 55 秒以上の階級の度数の合計が大きいので，コマA の方がより長い時間回る。 
・ コマB の方がコマA より 45 秒未満の階級の度数の合計が小さいので，コマB の方がより長い時間回る。 
・ 中央値を求めると，コマA は 52.5 秒 ，コマB は 47.5 秒となり，コマA の方が大きいので，コマA の 
方がより長い時間回る。 

 

② 

４点 
（例） 

・ 箱ひげ図を見ると，最大値と中央値は，低位置よりも中位置や高位置の方が大きいから，低位置よりも

中位置，高位置の方がより長い時間回ると予想される。次に，中位置と高位置の箱ひげ図を比較すると，

中位置の方が，最小値や第１四分位数が高位置よりも大きいから，中位置から回す方がより長い時間回る

と予想される。 
 ・ 箱ひげ図を見ると，最大値と中央値は，低位置よりも中位置や高位置の方が大きいから，低位置よりも

中位置，高位置の方がより長い時間回ると予想される。次に，中位置と高位置の箱ひげ図を比較すると，

箱が示す区間は高位置よりも中位置の方が短い。データの個数は中央値を中心とする全体の約半数であり，

データの散らばりの程度は，高位置よりも中位置の方が小さい。よって，中位置から回す方がより長い時

間回ると予想される。 
 



（全９枚中の７枚目） 

                             

校種 中・高・特中・特高 受験番号  

⑥ 中学校・高等学校  数  学 解答例 

（解答にあたっては，計算が必要なものはすべて途中の計算も書くこと） 

 

７ （高等学校受験者のみ解答すること） 

（１） 

４点 

 

 

（２） 

４点 

 

（３） 

４点 

 

 

 

 

（４） 

４点 

 

 

 



（全９枚中の８枚目） 

                             

校種 中・高・特中・特高 受験番号  

⑥ 中学校・高等学校  数  学 解答例 

（解答にあたっては，計算が必要なものはすべて途中の計算も書くこと） 

 

８ （高等学校受験者のみ解答すること） 

 

（１） 

４点 
 

 

 

 

 

 

（２） 

① 

４点 
 

 

 

 

 

 

 

 

② 

４点 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

４点 

 

   



（全９枚中の９枚目） 

                             

校種 中・高・特中・特高 受験番号  

⑥ 中学校・高等学校  数  学 解答例 

（解答にあたっては，計算が必要なものはすべて途中の計算も書くこと） 

 

９ （高等学校受験者のみ解答すること） 

 

（１） 

① 数学的活動 ② 統計的な推測 ③ 確率分布 

④ 評価・改善 ⑤ 創造性  
 

（２） 

【解答の不十分な点】                                       ３点 

から まで成り立つことを確かめているが，  について成り立つことを確かめていない。 

よってすべての自然数    について成り立つことの証明にはならない。 

 

 

【正しい解答】                                          ７点 

 

（証明） 

数学的帰納法により証明する。 

［１］   のとき， 

   左辺    ，右辺         

   よって，（Ａ）は成り立つ。 

［２］   （ は自然数）のとき，（Ａ）が成り立つ，つまり， 

 

                       が成り立つと仮定すると， 

 

        のとき， 

     

   よって，         のときも（Ａ）は成り立つ。 

［１］［２］よりすべての自然数  について（Ａ）は成り立つ。   （証明終わり） 

 

２点×５＝１０点  


